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取扱説明書・保証書

電子レンジ（18L）

型番 QS584

家庭用 日本国内専用 FOR USE IN JAPAN ONLY
このたびは本製品をお買い上げいただきありがとうございます。 

●ご使用前にこの取扱説明書を必ずよくお読みになり、正しく安全にお使いください。 

●お読みになった後は、いつでも見られるように大切に保管してください。
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安全上のご注意
ご使用の前に必ずよくお読みのうえ、正しく使用してください。 

人への危害や財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。

■図記号の説明（具体的な内容は図記号の中や文章で示します）

必ず行うことを
示す記号です。

してはいけないこと
を示す記号です。

注意することを
示す記号です。

警告 誤った取扱いをすると、
死亡または重症を負うおそれがある内容です。

電源プラグは根元まで確実に差し込む
ショートによる火災や感電の原因になり
ます。

コンセントへの差し込みがゆるいときは
使用しない
火災・感電・やけどの原因になります。

家庭用100V電源（容量15A-1500W）
を使用する
異なる電圧での使用は、火災・発熱・故障
の原因になります。

延長コードやテーブルタップを使用しない
コンセントや電源コード、電源プラグが
異常発熱し、発火するおそれがあります。

・電源コード・電源プラグ・アース線を乱
暴に扱わない

・重いものをのせたり、挟み込んだりしない
・損傷したものは使用しない
火災・感電・故障の原因になります。

濡れた手で電源プラグの抜き差しをしない
感電・やけど・けがの原因になります。

必ず運転を停止して電源プラグをコンセ
ントから抜いてからお手入れをする
感電やけがの原因になります。

電源プラグのホコリや汚れは拭き取る
湿気などで絶縁不良となり、ショート・感
電・火災の原因になります。

電源コードを束ねたまま使用しない
過熱による火災の原因になります。

電源コードを引っ張って本体を移動させない
電源コードが破損し、火災や感電の原因
になります。

アース線を接続する
故障や漏電のときに感電するおそれがあ
るため、アース線の接続を推奨します。
《アース線の接続について》
・コンセントのアース端子に接続してく
ださい。

・アース端子がない場合は、別途工事が必
要です。お買い上げの販売店または専門
業者までご相談ください。

・ガス管・水道管・電話や避雷針のアース
・絶縁物などと接続しないでください。

電気工事が必要な場合は、お買い上げの
販売店または専門業者に依頼する（電気
工事には資格が必要です）
配線などに不備があると、火災・漏電・感
電の原因になります。

次のような場所では使用・保管しない
・屋外や水回り、浴室、加湿器の近くなど
湿気の多い場所・水のかかる場所

・ホコリや粉じんが多い場所
・スプレー缶や引火性のもの、火気、暖房
器具の近く

・高温になる場所
・直射日光のあたる場所
火災・感電・故障の原因になります。

カーテンなど燃えやすい物の近くで使用
しない
火災の原因になります。

本体を水につけたり、水をかけたりしない
火災・感電の原因になります。

布やビニール袋などで本体を覆ったり、
ふさいだまま使用しない
過熱・火災の原因になります。

排気口・吸気口・ドアラッチの穴・庫内・本
体の隙間や開口部にピンや針金などの異
物、指などを入れない
感電・やけど・けがの原因になります。

電源プラグ・電源コードについて

設置・使用について

必ずお守りください
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警告 誤った取扱いをすると、
死亡または重症を負うおそれがある内容です。

畳・じゅうたん・テーブルクロス・プラス
チック製の家具など熱に弱いものの上や
周囲で使用しない
火災・変形・変色の原因になります。

繊維質の多い食材・小さく切った食材・少
量の食材は発火する場合があるので、注
意する
ラップをする、加熱しすぎないなど注意
してください。

ゆで卵や目玉焼きなどは加熱しない
爆発のおそれがあります。

・卵は必ず割りほぐしてから加熱する
・殻や膜が付いた食材は、必ず切れ目を入
れる

・びん詰めなど密封された容器内の食品
は、フタなどを外した後に加熱する

・缶詰・びん詰・袋詰・レトルト食品・真空
パック食品は、必ず別容器に移し替えて
から加熱する

破裂によるけが・やけどの原因になります。

使用中はそばを離れない
食材が発煙・発火することがあるので、注
意してください。

密封された容器に液体やその他の食品を
入れて加熱しない
破裂ややけどのおそれがあります。

乳児のミルクやベビーフード、介護食な
どをあたためる際は、加熱後かき混ぜて
から温度を確認する
やけどのおそれがあります。

・加熱のしすぎに注意する
・加熱前後はかき混ぜる
飲み物や油脂分の多い液体（生クリーム
など）は、加熱後取り出す際に突然沸騰し
て飛び散ることがあります。やけどのお
それがあるため、加熱しすぎた場合は庫
内で冷ましてから取り出してください。

・扉や取っ手にぶら下がらない
・扉と庫内が接する面に損傷がある場合
は、資格を有する者によって修理が行わ
れるまで使用しない

・本体が転倒・落下した場合は、外部に損
傷がなくても使用しない
感電や電波漏れにより、健康を害するお
それがあります。修理については、お買い
上げの販売店またはクワッズカスタマー
サポートまでご相談ください。

設置・使用について

異常や故障の際は、直ちに使用を中止し
て、電源プラグをコンセントから抜く
火災・感電・発煙のおそれがあります。
《異常の例》
・電源コードを動かすと、通電したりしな
かったりする

・電源コード・電源プラグが異常に熱い
・運転中に異常な音やニオイがする
異常があると思われた場合はお買い上げ
の販売店またはクワッズカスタマーサ
ポートまでご相談ください。

包装用ポリ袋は子どもの手の届かない場
所に保管する
誤ってかぶったり、首に巻き付いたりす
ると、窒息による死亡の原因になります。

分解・修理・改造をしない
火災・感電・けがの原因になります。
修理については、お買い上げの販売店ま
たはクワッズカスタマーサポートまでご
相談ください。

高圧注意

技術のあるサービスマン以外の人は、絶
対にキャビネットを開けない
キャビネットの内部には数千ボルトの高
圧部分が数多くあります。万一触ると危
険です。
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注意 誤った取扱いをすると、けがをしたり
財産の損害が発生するおそれがある内容です。

電源コードをコンセントから抜くときは
コードを引っ張らず、プラグを持って抜く
電源コードが破損し、火災や感電の原因
になります。

使用時以外、長時間使用しないときは、
電源プラグをコンセントから抜く
絶縁劣化による火災・感電の原因になり
ます。

電源プラグ・電源コードについて

・業務用として使用しない
・運転中に電源プラグを抜かない
負担がかかり、故障の原因になります。

・安全に責任を負う人の監視または指示
がない限り、補助を必要とする人（子ど
もを含む）だけで使用させない

・製品で子どもを遊ばせない
・ペットの近くで使用しない
・乳幼児やペットが触れる場所に保管し
ない
感電・やけど・けがの原因になります。

落下させたり、強い衝撃を与えない
本体の故障による火災・感電の原因にな
ります。

テレビ・パソコン・オーディオ機器などの
近くで使用しない
雑音が入ることがあります。

無線LAN機器の近くで使用しない
通信機能が低下することがあります。

薬品などの周囲で使用しない
本体が劣化し、破損するおそれがあります。

製品の上に物を置いたり、乗ったり、体重
をかけたりしない
けがや故障の原因になります。

・本体を移動するときは運転を停止し、電
源プラグをコンセントから抜く

・障害物がなく、水平で安定した場所で使
用する
けがや故障の原因になります。

金属製の容器・金はく・銀はく・金粉・銀
粉・針金を用いた容器、アルミホイルなど
は使用しない
放電・火災・過熱・やけどの原因になります。

・鮮度保持剤（脱酸素剤）を入れたまま加
熱しない

・食品を入れずに加熱しない
火災の原因になります。

万一加熱しすぎて発火した場合は、ドア
を開けずに運転を止め、電源プラグを抜
き、鎮火するのを待つ
空気が流れ込み炎が大きくなります。ま
た、ガラス窓が割れるおそれがあるため、
ドアに水をかけないでください。

使用中や運転停止直後の本体・本体内部・
ドア・ガラス窓など高温になっている部
分には触らない
やけどの原因になります。

ラップを外すときはやけどに注意する
蒸気でやけどをするおそれがあります。

濡れたミトンやふきんは使用しない
熱が伝わりやすいため、やけどの原因に
なります。

扉に物を挟んだまま使用しない
誤動作による電波漏れで健康を害した
り、過熱による火災のおそれがあります。

衣類の乾燥や、ふきん・テーブル拭きなど
の乾燥・消毒・殺菌など、本来の目的と異
なる使いかたをしない
火災や異常動作の原因になります。

庫内に汚れが付着したまま加熱しない
発煙・発火・火花のおそれがあります。

設置・使用について
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使える容器・使えない容器

 使える　  使えない

ガ
ラ
ス

耐熱性がある ただし急熱・急冷すると割れることがあります。

耐熱性がない カットグラス・強化グラスも使用できません。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

耐熱性がある

（耐熱温度：140℃以上）

・「電子レンジ使用可能」の表示があるものが使用でき

ます。

・フタは熱に弱いものがあるので、耐熱温度を確認し

てください。

耐熱性がない

（耐熱温度：140℃未満）

熱で変形するものも使用できません。（発泡スチロー

ル・ポリスチレン・ポリエチレン・フェノール樹脂・メ

ラミン樹脂・ユリア樹脂など）

陶
磁
器
・
漆
器

陶器・磁器

・ただし急熱・急冷すると割れることがあります。

・金銀模様・絵柄・ひび模様のあるものは、火花が出た

り、傷んだりするおそれがあるため使用できません。

漆器
塗りがはげたり、 

ひび割れしたりするおそれがあります。

金
属

アルミ・ほうろうなどの

金属容器

金串、金網、金・銀はく、フィルムやテープ、針金の入っ

たものも使用できません。

そ
の
他

紙・木・竹

・加熱しすぎると燃えるおそれがあります。

・釘や針金など金属を使用しているものは、放電・火

災・発火の原因になります。

ラップ 

（耐熱温度：140℃以上）

ただし油分の多い料理は、耐熱温度より高温になるた

め使用できません。

アルミホイル 放電・火花・過熱・やけどの原因になります。
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と
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は

各部の名称

■正面

■庫内

■背面

扉 取っ手

アース線

電源プラグ

電源コード

吸気口

排気口

加熱台
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は

付属品

■取扱説明書（本書）

取扱説明書
（保証書付き）

表示部

解凍ボタン

スタートボタンとりけしボタン

レンジボタン

メニュー
ボタン

■操作部
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設置について

注意

肩より高い位置に設置しない
食材を取り出す際に不安定になり、やけどやけがの原因になります。

・本体の上や下に物を置かない
・電源コードは本体の下を通さない
火災の原因になります。

上方10cm以上

上後左右のいずれか一面と

前方は解放してください

後方

10cm以上

右方

4.5cm以上

左方

10cm以上

●障害物がなく、水平な場所

に設置してください。

●ご使用の前に本体に貼り付

けてあるPOPシールをは

がしてください。

●排気による壁の汚れ・変形・

結露が気になる場合は、壁

から離して設置するか、壁

にアルミホイルなどを貼っ

て保護してください。

■アースについて

本製品にはアース線が付いています。

製品の故障や劣化による漏電などの場合に感電するのを防ぐため、ご使用の際はアース線の接

続を推奨します。

※アース端子がない場合は、別途工事が必要です。お買い上げの販売店または専門業者までご相

談ください。

1 アース線先端の絶縁被覆を抜き取ります。

2 アース線の芯線部分を 
アース端子に固定します。
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基本操作

1 電源プラグをコンセントに
差し込みます。

表示部に「0：00」が表示され、 

待機状態になります。

ピッ

《表示部》

2 食品を電子レンジ対応の容器に入れ、庫内中央に置き、扉を閉めます。

扉を開けると庫内灯が点灯します。

※複数同時にあたためる場合は、均等に配置してください。

■加熱の停止方法

1 加熱中に「とりけしボタン」を押します。

加熱が停止します。

ピッ

2 加熱を一時停止する場合は、加熱中に扉を開けます。

加熱が一時停止します。

※再開する場合は、扉を閉め、「スタートボタン」を押してください。

■操作の取り消し方法

「とりけしボタン」を押します。

選択していたメニューが取り消されます。

表示部に「0：00」が表示され、待機状態になり

ます。

ピッ 《表示部》



9

ご
使
用
の
前
に

使
い
か
た

お
手
入
れ
・
保
管

困
っ
た
と
き
は

あたためる

■あたためる（クイックスタートモード）

1 待機状態で「スタートボタン」を押します。

表示部に「0：30」が表示され、加熱を開始します。

加熱中は1秒ごとにカウントダウンされます。

ピッ 《表示部》

2 途中で時間を追加する場合は、 
再度「スタートボタン」を押します。

ボタンを押すごとに、30秒ずつ追加されます。

3 加熱が終わると、表示部に「End」が表示さ
れ、「ピーピーピー」と音が鳴ります。

《表示部》

ピーピーピー

■あたためる

1「レンジボタン」を押し、 
W数を選びます。

ボタンを押すごとに、 

W数が切り替わります。

ピッ W

《表示部》

300Wの場合

2 を押し、 

加熱したい時間を設定します。
ピッ

《表示部》

10分の場合

3「スタートボタン」を押します。

加熱を開始します。
ピッ

4 加熱が終わると、表示部に「End」
が表示され、「ピーピーピー」と音が
鳴ります。

《表示部》

ピーピーピー
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※お住まいの地域によって、 
周波数が異なり、W数も変化します。 
右記表を参照してください。

50Hz 60Hz

強 550W 650W

中 400W 500W

弱 300W 300W

■メニューを選んであたためる

1 お好みのメニューボタンを押します。 ピッ

2「スタートボタン」を押します。

加熱を開始します。
ピッ

3 加熱が終わると、表示部に「End」が表示され、
「ピーピーピー」と音が鳴ります。

《表示部》

ピーピーピー

50Hz 60Hz

飲み物（約200ml） 2分20秒 1分40秒

飲み物（ぬるめ・約200ml） 1分40秒 1分20秒

ごはん（約150g） 1分30秒 1分

煮物あたため（約300g） 5分 4分30秒

お弁当（約400g） 4分 4分

中華まん（約200g） 2分 1分30秒
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解凍モードを使用する
肉などを解凍するときに使用してください。

1 待機状態で「解凍ボタン」を押します。

表示部に「50g」が表示されます。
ピッ 《表示部》

2 再度「解凍ボタン」を押して、解凍する食
品の重さを設定します。

ボタンを押すごとに、50gずつ追加されます。

3「スタートボタン」を押します。

加熱を開始します。
ピッ

4 加熱が終わると、表示部に「End」が表示
され、「ピーピーピー」と音が鳴ります。

《表示部》

ピーピーピー

■解凍のコツ

注意 発泡スチロールのトレーは熱でとけるおそれがあるため、加熱のしすぎに注意する

●ラップをしたまま耐熱性の容器（電子レンジ対応 ※P.4「使える容器・使えない容器」参

照）に入れてください。またはラップを取り外し、発泡スチロールのトレーに載せたまま、庫内

中央に置いてください。

●食品の厚さは2cm以内にそろえてください。

●解凍しかかっている食品は、仕上がりにむらが出て、一部が煮えてしまうことがあります。解

凍する直前まで冷凍庫から出さないでください。

●形状・肉質・冷凍状態などによっては、部分的に煮えたり、変色したりする場合があります。

●少量（100g未満）の食品・食材は、煮えや変色のおそれがあるため、解凍できません。

50g 3分

100g 4分

150g 5分

200g 6分

250g 7分

300g 8分

350g 9分

400g 10分

450g 11分

500g 12分

550g 13分

600g 14分

650g 15分

700g 16分

750g 17分

800g 18分

850g 19分

900g 20分

950g 21分

1000g 22分
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の
前
に

使
い
か
た

お
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入
れ
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っ
た
と
き
は

チャイルドロックを設定する

1 待機中に「とりけしボタン」を 
長押し（約3秒間）します。

「チャイルドロックランプ」が点灯します。

※チャイルドロック中は他のボタンを

押しても操作できません。

ピッ

2 解除する場合は、再度「とりけしボタン」
を長押し（約3秒間）します。
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使
い
か
た

ご
使
用
の
前
に

お手入れ
汚れが付いたまま使用を続けると、火災や過熱の原因になります。汚れの状態を見

て、定期的にお手入れをしてください。

警告
必ず運転を停止して、電源プラグをコンセントから抜き、本体が冷めてからお手入れをする

本体を水につけたり、水をかけたりしない
火災・感電・故障の原因になります。

注意
お手入れには台所用中性洗剤を使用する
塩素系・アルカリ系の洗剤や、シンナー・ベンジン・アルコールなどは使用しないでください。

お手入れの際は力を加えすぎない
変形や故障のおそれがあります。

■本体・庫内のお手入れ

固くしぼった布で汚れを取り除きます。

※汚れがひどい場合は、薄めた台所用中性洗剤を浸して固くしぼった布で汚れを拭き取り、最後

に乾拭きをしてください。

保管のしかた

お手入れのあとは、水分をよく拭き取り、陰干しをして十分に乾かしてください。

（※湿ったまま保管するとカビの発生・異臭・故障の原因になります。）

お買い上げ時の箱に入れるかポリ袋で包み、直射日光や湿気を避けて保管してくだ
さい。
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ご
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前
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故障かな？と思ったら
お問い合わせや修理をご依頼の前に、下記項目をご確認ください。

こんなとき もしかしたら 対処方法

運転しない

電源が入っていない。 電源プラグをコンセントに差し込んでく

ださい。

ブレーカーが切れている。 安全を確認の上、電源ブレーカーを入れ

てください。

扉が開いている。 扉をしっかり閉めてください。

内部温度が上がり、安全装置

が働いている。

しばらく待って、本体が冷めてから、再度

運転をしてください。

内部温度が異常に上がり、温

度ヒューズが作動して回路が

遮断されている。

運転を再開することができません。ク

ワッズカスタマーサポートまでご連絡く

ださい。

運転が 

停止した

ブレーカーが切れている。 安全を確認の上、電源ブレーカーを入れ

てください。

火花が出る

金銀模様のある容器を使用し

ている。 

使える容器・使えない容器を確認してく

ださい。（→P.4「使える容器・使えな

い容器」）

庫内が汚れている。 お手入れをしてください。 

（→P.13「お手入れ」）

ドアがくもり

水滴が落ちる

食品の水分が水蒸気になって

いる。

拭き取ってください。 

加熱中に「ブー

ン」や「カチッ」

という音がする

ファンやアンテナの動作音、

スイッチ音、壁面の膨張・収縮

音などがしている。

故障ではありません。 

 

※上記の点検を行っても異常がある場合は、クワッズカスタマーサポートまでご連絡ください。

このような 
症状は 
ありませんか？

・電源を入れても運転しない

・運転時に異常な音や振動がする

・モーター部が異常に熱い

・焦げ臭いニオイがする。

・電源コードや電源プラグが折れ曲

がったり破損している・異常に熱い

・電源コードを動かすと、通電したり

しなかったりする

・その他の異常や故障がある

事故防止のため使用を中止し、電源プラグをコンセントから抜き、 
販売店またはクワッズカスタマーサポートまでご連絡ください。

長年ご使用の製品は必ず点検を行ってください
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仕様
外形寸法／重量 幅451×奥行362×高さ283mm／約11.2kg

加熱室の有効寸法 幅303×奥行321×高さ200mm

材質 スチール、ガラス、ABS

電源 AC100V 50/60Hz

消費電力 900W／1100W

高周波出力 550W／650W

発振周波数 2450MHz

運転モード

レンジ（強：550／650W、中：400／500W、弱：300／300W）、

解凍（50〜1000g）、飲み物、飲み物（ぬるめ）、ごはん、煮物（あたた

め）、お弁当、中華まん、クイックスタート

安全装置 サーモスタット

コード長 約1.5m

区分名 A

電子レンジ機能の 

年間消費電力
58.0kWh

年間待機時消費電力 1.4kWh

年間消費電力量 59.3kWh

※仕様・外観・付属品などは改良のため予告なく変更することがあります。
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アフターサービス

■保証期間はお買い上げ日より1年間です

保証期間中に修理・交換を依頼する場合は、製品と保証書をお買い上げ店にご持参・

ご提示のうえご相談ください。保証書に記載されている保証規定に基づき修理また

は交換のご案内をいたします。

■保証期間経過後の修理・交換

クワッズカスタマーサポートまでご連絡ください。お客様のご要望により有料で修

理・交換のご案内をいたします。（※送料はお客様負担です）

■クワッズカスタマーサポート

お電話での�
お問い合わせ

0570-00-8897
10:00～12:00、13:00～16:00（土日祝、弊社休業日を除く）
※通話料はお客様負担です。
※時間帯により電話がつながりにくい場合があります。あらかじめご了承ください。

LINEでの�
お問い合わせ

メールでの�
お問い合わせ support@quads.co.jp

※電話番号、受付時間などについては、変更になることがあります。

●「故障かな？と思ったら（P.14）」をご確認のうえ、お問い合わせください。

●お問い合わせの際は①型番 ②製品名 ③お買い上げ日 ④お買い上げ店名 ⑤お問い合わせ内容をご確

認ください。




